
科

目

名 

化学基礎 

学科・学年・学級 普通科・１学年 

単位数 ２単位(週２時間) 

使用教科書・副教材等 

［教科書］化学基礎(数研出版) 

［副教材］基本セレクト化学基礎（数研出版）、必修アクセス化学基

礎（浜島書店）、化学基礎・化学実験ノート(高教研理科部会化学部門) 

 

１ 学習目標 

○ 多様な物質を構成する単位である原子や分子の性質を明らかにし、それに基づいて、物質の多様な性質や

その変化を理解します。 

○ 基礎的で比較的安易な事項を取り上げ、基本的な概念や原理・法則について理解を深め、それらを活用す

る能力を伸ばします。 

○ 自然の事物・現象、または実験の過程を観察して、それから科学的に学習する方法を導き、自然に接する態

度と科学的な創造力を養います。 

○ 問題演習により、上記の目標を達成できるようにします。 

 

２ 学習方法 

○ 授業で学習するさまざまな現象を、身近な事柄に結びつけて理解できるとさらに理解が進みます。 

○ ノートは、板書をそのまま写すだけでなく、自分なりに分かりやすく工夫して記入し、疑問に感じた点や追求し

たい事柄をメモしておくと学習に広がりが生まれます。 

○ 実験には関心・意欲を持って取り組み、実験の技能を身に付けましょう。 

○ 問題集を積極的に解いて学習内容の定着を図ると良いでしょう。 

 

３ 学習評価 

 (1)  評価の観点と方法 

評価 

観点 
評 価 の 観 点 評 価 の 方 法 

 

知識・技能 

 

 自然の事物・現象についての観察、実験など

を通して、科学的な概念や原理・法則を理解

し、知識を身に付けているか。学習内容と日常

生活や社会との関わりを実感しているか。 

・定期考査 
・実験レポート 
・小テスト 

 

思考・判断・表現 

 

 自然の事物・現象の中に問題を見出し、見通

しを持って観察、実験などを行い、得られた結

果を分析して解釈するなどの活動を行い、事実

に基づいて科学的に判断できているか。 

・定期考査 
・実験ノート 
・授業の中で使用するプリン 
ト   

・ノート 

 

主体的に学習に 

取り組む態度 

 

 自然の事物・現象に進んで関わり、主体的に

探究しようとする態度が身に付いているか。自

らの学びに向かう力、人間性等を育もうとして

いるか。  

・学習活動への参加の仕方や 
態度 

・実験ノート 
・授業の中で使用するプリン 
 ト 
・ノート 

 

 



 (2)  各学期及び学年末の評価 

   各学期の評価は、中間と期末の定期考査の成績、プリント、授業ノート、実験レポートなどの提出物、

発表の仕方や内容、学習・実験活動への主体的な取り組み方等を総合して行います。学年末の評価は１・

２・３学期の評価を平均することにより行います。 

 

４ 学習のポイント 

○ 物質の構成と化学結合について学習することで身の回りに存在する物質の性質が、化学の観点から

説明できることを理解しましょう。 

○ 実験・観察を通して原理や法則を理解し、化学的に考察する態度と能力を育成しましょう。 

○ 化学がわれわれの日常生活と深い関わりを持っていることを理解しましょう。 

 

５ 学習計画（予定） 

月 学 習 項 目 学 習 の ね ら い ・ 学 習 活 動 

４ 

序章 化学と人間生活 

第１編 物質の構成と 

化学結合 

第１章 物質の構成 

・化学基礎の学習の意義や内容、実験室の利用法や注意点、学習や評価

の方法を理解します。 

・物質を構成する成分、物質の分離、成分元素の検出、状態変化について

学びます。 

・（実験）食塩水の蒸留 

５ 
第２章 物質の構成粒子 

 

・原子・分子・イオンの粒子から、物質が構成されていることを学びま

す。 

・元素の周期律について学びます。 

６ 
第３章 粒子の結合 ・物質をイオン結晶、分子結晶、金属結晶、共有結合の結晶に分類し整

理します。 

・化学結合が物質の性質に大きく関わっていることを学びます。 

・問題演習によりさらに理解を深めます。 
７ 

９ 
第２編 物質の変化 

第１章 物質量と化学

反応式 

・物質の量を粒子の個数に基づく物質量で扱うことを学びます。 

・化学反応式における量的関係について、気体反応を含め充分に演習し

ます。 

・（実験）マグネシウムと塩酸の反応 
10 

11 
第２章 酸と塩基の反  

   応 

・酸・塩基の強弱と電離度について学びます。 

・水素イオン濃度とpHの関係を学びます。 

・中和の量的関係を酸・塩基の価数と関連させて学びます。 

・問題演習によりさらに理解を深めます。 

・（実験）酸・塩基の中和滴定 

12 

１ 第３章 酸化還元反応 ・酸化・還元の概念を電子の授受との関係で学びます。 

・金属のイオン化列を金属の反応性との関係で学びます。 

・化学エネルギーを電気エネルギーとして取り出す電池について学びま

す。 

・電気エネルギーや化学反応を利用した金属の精錬について学びます。 

・（実験）金属の酸への溶解、電池 

２ 

３ 



 


